
― 1 ―

令和５年第２回足寄町議会定例会議事録（第４号）
令和５年６月２１日（水曜日）

◎出席議員（１３名）

１番 早瀬川 恵 君 ２番 井 脇 昌 美 君

３番 榊 原 深 雪 君 ４番 矢 野 利惠子 君

５番 田 利 正 文 君 ６番 髙 橋 健 一 君

７番 木 村 明 雄 君 ８番 細 川 勉 君

９番 川 上 修 一 君 １０番 進 藤 晴 子 君

１１番 多治見 亮 一 君 １２番 二 川 靖 君

１３番 髙 橋 秀 樹 君

◎欠席議員（０名）

◎法第１２１条の規定による説明のための出席者

足 寄 町 長 渡 辺 俊 一 君

足寄町教育委員会教育長 東海林 弘 哉 君

足寄町代表監査委員 川 村 浩 昭 君

◎足寄町長の委任を受けて説明のため出席した者

副 町 長 丸 山 晃 徳 君

総 務 課 長 松 野 孝 君

福 祉 課 長 保 多 紀 江 君

住 民 課 長 金 澤 眞 澄 君

経 済 課 長 加 藤 勝 廣 君

建 設 課 長 （事務取扱）丸山晃徳君

国民健康保険病院事務長 川 島 英 明 君

会 計 管 理 者 （兼）金澤眞澄君

消 防 課 長 大竹口 孝 幸 君

建 設 課 建 設 室 長 岩 渕 堅 志 君

建設課上下水道室長 細 矢 道 人 君

◎教育委員会委員長の委任を受けて説明のため出席した者

教 育 次 長 丸 山 一 人 君

◎農業委員会会長の委任を受けて説明のため出席した者

農業委員会事務局長 山 田 弘 幸 君

◎職務のため出席した議会事務局職員

事 務 局 長 横 田 晋 一 君

事 務 局 次 長 野 田 誠 君
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◎議事日程

日程第 １ 議 案 第 ５ １ 号 令和５年度足寄町一般会計補正予算（第２号）＜Ｐ３～

Ｐ２０＞

日程第 ２ 議 案 第 ５ ２ 号 令和５年度足寄町国民健康保険事業特別会計補正予算

（第１号）＜Ｐ３～Ｐ２０＞

日程第 ３ 議 案 第 ５ ３ 号 令和５年度足寄町公共下水道事業特別会計補正予算（第

１号）＜Ｐ３～Ｐ２０＞

日程第 ４ 議 案 第 ５ ４ 号 令和５年度足寄町介護保険特別会計補正予算（第１

号）＜Ｐ３～Ｐ２０＞

日程第 ５ 議 案 第 ５ ５ 号 令和５年度足寄町介護サービス事業特別会計補正予算

（第１号）＜Ｐ３～Ｐ２０＞

日程第 ６ 議 案 第 ５ ６ 号 令和５年度足寄町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

１号）＜Ｐ３～Ｐ２０＞

日程第 ７ 議 案 第 ５ ７ 号 令和５年度足寄町上水道事業会計補正予算（第１号）＜

Ｐ３～Ｐ２０＞

追加日程第 １ 議 案 第 ５ ８ 号 里見が丘公園整備（幹線園路３）工事請負契約につい

て＜Ｐ２１＞

追加日程第 ２ 議 案 第 ５ ９ 号 令和５年度足寄町一般会計補正予算（第３号）＜Ｐ２１

～Ｐ２５＞

追加日程第 ３ 意見書案第２号 地方財政の充実・強化に関する意見書＜Ｐ２５＞

追加日程第 ４ 議員派遣の件＜Ｐ２５＞

追加日程第 ５ 閉会中継続調査申出書（総務産業常任委員会・文教厚生常任委員会・広報広

聴常任委員会・議会運営委員会）＜Ｐ２５～Ｐ２６＞
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午前１０時００分 開会

◎ 開議宣告

○議長（髙橋秀樹君） おはようございま

す。

全員の出席であります。

これから、本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付のとおり

です。

◎ 議運結果報告

○議長（髙橋秀樹君） 議会運営委員会委員

長から、会議の結果の報告を願います。

議会運営委員会委員長 進藤晴子君。

○議会運営委員会委員長（進藤晴子君） 昨

日開催されました、第２回定例会に伴う議会

運営委員会の協議の結果を報告いたします。

本日は、議案第５１号から議案第５７号ま

での令和５年度補正予算について提案説明を

受けた後、即決で審議いたします。

以上で、報告を終わらせていただきます。

○議長（髙橋秀樹君） これにて、議会運営

委員会委員長の報告を終わります。

◎ 議案第５１号から議案第５７号まで

○議長（髙橋秀樹君） 日程第１ 議案第５

１号令和５年度足寄町一般会計補正予算（第

２号）から日程第７ 議案第５７号令和５年

度足寄町上水道事業会計補正予算（第１号）

までの７件を一括議題とします。

本件について、提案理由の説明を求めま

す。

町長 渡辺俊一君。

○町長（渡辺俊一君） ただいま議題となり

ました、議案第５１号令和５年度足寄町一般

会計補正予算（第２号）から議案第５７号令

和５年度足寄町上水道事業会計補正予算（第

１号）まで、一括提案理由を御説明申し上げ

ます。

補正予算書１ページをお願いいたします。

議案第５１号令和５年度足寄町一般会計補

正予算（第２号）について、御説明申し上げ

ます。

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４

億２,２２０万７,０００円を追加し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ９７億８,

１３６万９,０００円とするものでございま

す。

歳出の主なものから御説明申し上げます。

１２ページをお願いいたします。

第２款総務費、第１項総務管理費、第８目

財産管理費、第１４節工事請負費におきまし

て、茂足寄集落センター屋根・外壁塗装工事

５４４万円など合わせて１,８９１万２,００

０円を計上いたしました。

第９目車両管理費、第１４節工事請負費に

おきまして、車両センター職員休憩所新築工

事といたしまして１,４１０万５,０００円を

計上いたしました。

第１４目企画振興費、第１８節負担金、補

助及び交付金におきまして、住環境・店舗等

整備補助金といたしまして４,０００万円を

計上いたしました。

１６ページをお願いいたします。

第３款民生費、第１項社会福祉費、第１目

社会福祉総務費、第１８節負担金、補助及び

交付金におきまして、価格高騰重点支援給付

金といたしまして３,３００万円を計上いた

しました。

第２項老人福祉費、第４目介護サービス事

業助成費、第２７節操出金におきまして、過

疎債分の介護サービス事業特別会計操出金と

いたしまして２,７５０万円を計上いたしま

した。

第３項児童福祉費、第２目児童医療費、第

１２節委託料におきまして、医療費助成シス

テム改修業務といたしまして２３７万６,０

００円を計上いたしました。

２０ページをお願いいたします。

第６款農林水産業費、第１項農業費、第３

目農業振興費、第１８節負担金、補助及び交

付金におきまして、新規就農者育成総合対策

経営開始資金といたしまして２６２万５,０

００円、耕畜連携地力増進（堆肥利活用）事
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業補助金といたしまして６７０万円、コロナ

対策農業経営継続支援補助金といたしまして

４,４９７万円をそれぞれ計上いたしまし

た。

第４目畜産草地費、第１８節負担金、補助

及び交付金におきまして、足寄町家畜伝染病

自衛防疫対策協議会負担金といたしまして２

７４万９,０００円を計上いたしました。

第１０目多面的機能発揮促進事業費、第１

８節負担金、補助及び交付金におきまして、

環境保全型農業直接支払交付金といたしまし

て２１８万４,０００円を計上いたしまし

た。

２２ページをお願いいたします。

第２項林業費、第１目林業振興費、第１８

節負担金、補助及び交付金におきまして、森

林環境推進事業補助金といたしまして６０４

万３,０００円を計上いたしました。

第７款商工費、第１項商工費、第１目商工

振興費、第１８節負担金、補助及び交付金に

おきまして、頑張ろう足寄プレミアム付商品

券発行事業補助金１,４９０万円のほか、足

寄町商工会補助金、小規模事業振興補助金、

足寄町創業及び持続化支援金合わせて２,５

９０万円を計上いたしました。

第３目観光費、第１４節工事請負費におき

まして、雌阿寒温泉公衆トイレ浄化槽改修工

事といたしまして３,０５６万９,０００円を

計上いたしました。

第１８節負担金、補助及び交付金におきま

して、観光物産プロモーション事業補助金と

いたしまして２８５万円を計上いたしまし

た。

２４ページをお願いいたします。

第８款土木費、第２項道路橋梁費、第１目

道路維持費、第１４節工事請負費におきまし

て、町道舗装補修工事といたしまして３,８

７３万１,０００円を計上いたしました。

第４目臨時地方道整備事業費、第１４節工

事請負費におきまして、南７丁目通整備工事

１,７６２万２,０００円のほか、南７丁目２

号通整備工事など合わせて４,５０８万９,０

００円を計上いたしました。

第１８節負担金、補助及び交付金におきま

して、町道整備工事に伴う配水管移設工事負

担金といたしまして７５１万６,０００円を

計上いたしました。

第３項河川費、第２目河川維持費、第１４

節工事請負費におきまして、普通河川補修工

事といたしまして２６１万８,０００円を計

上いたしました。

第４項都市計画費、第２目下水道費、第２

７節操出金におきまして、公共下水道事業特

別会計操出金を１,０２１万円減額いたしま

した。

２６ページをお願いいたします。

第９款消防費、第１項消防費、第１目消防

費、第１０節需用費におきまして、消耗品費

といたしまして４１４万７,０００円を計上

いたしました。

第１４節工事請負費におきまして、消防庁

舎外壁改修工事３,８３９万４,０００円のほ

か、消防団詰所屋根塗装工事など合わせて

４,２２６万３,０００円を計上いたしまし

た。

第３目災害対策費、第１２節委託料におき

まして、防災ガイドマップ作成業務といたし

まして２６０万７,０００円を計上いたしま

した。

２８ページをお願いいたします。

第１０款教育費、第２項小学校費、第１目

学校管理費、第１４節工事請負費におきまし

て、足寄小学校教員住宅改修工事といたしま

して５２０万円、螺湾小学校教員住宅改修工

事といたしまして２５９万４,０００円をそ

れぞれ計上いたしました。

以上で歳出を終わり、次に歳入の主なもの

について申し上げます。

８ページへお戻りください。

第１５款国庫支出金、第２項国庫補助金、

第１目総務費国庫補助金におきまして、新型

コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付

金といたしまして６,７４４万７,０００円を

計上いたしました。
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第１６款道支出金、第２項道補助金、第５

目商工費道補助金におきまして、自然公園等

整備事業道補助金といたしまして１,０００

万円を計上いたしました。

第１９款繰入金、第１項基金繰入金、第１

目基金繰入金におきまして、財源調整のため

財政調整基金繰入金といたしまして２億３,

４８１万８,０００円を計上いたしました。

１０ページをお願いいたします。

第２２款町債、第１項町債、第２目辺地対

策事業債におきまして、雌阿寒温泉公衆トイ

レ浄化槽改修事業債といたしまして２,０５

０万円、第３目過疎対策事業債におきまし

て、南７丁目通外２路線整備事業債４,５１

０万円など合わせて７,６００万円をそれぞ

れ計上いたしました。

４ページへお戻りください。

第２表地方債補正、変更２件をお願いいた

しました。

以上で、令和５年度足寄町一般会計補正予

算（第２号）についての説明を終わります。

次に、特別会計について御説明申し上げま

す。

３１ページをお願いいたします。

議案第５２号令和５年度足寄町国民健康保

険事業特別会計補正予算（第１号）について

御説明申し上げます。

歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ

２２６万７,０００円を減額し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ８億７,７０２

万９,０００円とするものでございます。

歳入歳出の内容につきましては、特に説明

すべき事項がございませんので、説明は省略

させていただきます。

次に、３９ページをお願いいたします。

議案第５３号令和５年度足寄町公共下水道

事業特別会計補正予算（第１号）について御

説明申し上げます。

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１

８０万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳

入歳出それぞれ３億８,２９７万１,０００円

とするものでございます。

歳入歳出の内容につきましては、特に説明

すべき事項がございませんので、説明は省略

させていただきます。

次に、４７ページをお願いいたします。

議案第５４号令和５年度足寄町介護保険特

別会計補正予算（第１号）について御説明申

し上げます。

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７

７万１,０００円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ８億４,８９１万５,

０００円とするものでございます。

歳入歳出の内容につきましては、特に説明

すべき事項がございませんので、説明は省略

させていただきます。

次に、５７ページをお願いいたします。

議案第５５号令和５年度足寄町介護サービ

ス事業特別会計補正予算（第１号）について

御説明申し上げます。

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

５,５００万円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ４億４,５１５万６,０

００円とするものでございます。

歳出から申し上げます。

６４ページをお願いいたします。

第２款介護サービス事業費、第３項介護

サービス施設建設費におきまして、介護サー

ビス施設新築工事実施設計業務委託料といた

しまして５,５００万円を計上いたしまし

た。

次に、歳入について申し上げます。

第３款繰入金におきまして、一般会計繰入

金といたしまして２,７４０万円を計上いた

しました。

第９款町債におきまして、介護サービス事

業債といたしまして２,７６０万円を計上い

たしました。

５９ページへお戻りください。

第２表地方債補正、変更１件をお願いいた

しました。

次に、６７ページをお願いいたします。

議案第５６号令和５年度足寄町後期高齢者

医療特別会計補正予算（第１号）について御
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説明申し上げます。

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３

５１万９,０００円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ１億４,９４３万

３,０００円とするものでございます。

歳入歳出の内容につきましては、特に説明

すべき事項がございませんので、説明は省略

させていただきます。

次に、企業会計について御説明申し上げま

す。

７５ページをお願いいたします。

議案第５７号令和５年度足寄町上水道事業

会計補正予算（第１号）について御説明申し

上げます。

資本的収入及び支出の予定額から資本的収

入額７５１万６,０００円、資本的支出額１,

２６８万３,０００円をそれぞれ追加し、資

本的収入の予定額を４,０６４万２,０００

円、資本的支出の予定額を９,２７３万３,０

００円とするものでございます。

資本的収入及び支出の予定額の補正に伴

い、予算第４条本文括弧書き中、資本的収入

額が資本的支出額に対して不足する額を５,

２０９万１,０００円に、当年度分消費税及

び地方消費税資本的収支調整額を５４９万

４,０００円に、建設改良積立金を７８２万

５,０００円にそれぞれ改めるものでござい

ます。

支出から申し上げます。

７８ページをお願いいたします。

第１款資本的支出、第１項建設改良費にお

きまして、道路改良工事に伴う配水管移設拡

張工事請負費といたしまして１,２６８万３,

０００円を計上いたしました。

次に、収入について申し上げます。

第１款資本的収入、第２項工事請負費にお

きまして、道路改良工事に伴う配水管移設拡

張工事負担金といたしまして７５１万６,０

００円を計上いたしました。

以上で、議案第５１号令和５年度足寄町一

般会計補正予算（第２号）から議案第５７号

令和５年度足寄町上水道事業会計補正予算

（第１号）までの提案理由の説明とさせてい

ただきますので、御審議のほどよろしくお願

い申し上げます。

○議長（髙橋秀樹君） これをもって、提案

理由の説明を終わります。

これから、議案第５１号令和５年度足寄町

一般会計補正予算（第２号）の件の質疑を行

います。

１２ページをお開きください。

歳出から始めます。

款で進めます。

１２ページから１４ページ、第２款総務

費、質疑はございませんか。

２番。

○２番（井脇昌美君） １８目の新エネル

ギー対策費として質疑をさせていただきたい

と思います。

文教さんの人もおられると思いますから確

認としてですけれども、このペレットストー

ブ購入の補助金、今年も１２０万円見ていま

す。昨年度の実績、何台入ってどれだけの金

額なされているか、ちょっと示してくださ

い、まず。

○議長（髙橋秀樹君） 加藤経済課長、答

弁。

○経済課長（加藤勝廣君） 昨年度も４台を

見込んでおりまして、４台全て補助金で合計

で１２０万円補助しております。

○議長（髙橋秀樹君） ２番井脇議員。

○２番（井脇昌美君） そのことも含めて、

今年度もこうして補助を設けてくる、これは

いいことなのですけれども、ちょっとあなた

をいじめるのではないですけれども、もう少

し軽い質疑でいきますから。あそこに芽登の

ヤードに原木、在庫として今どれぐらい、何

となくイメージで、あなた分かるかな。

ちょっと課長に失礼な言い方だけれども、恐

らく分からないと思うから、細かな数値は私

問いませんから。足りないようなことは私は

もう既に去年から言ってあるはずですから、

去年からね。これは委員会でも言ってあるは

ずですから。その辺の認識をまず、課長の責
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任者としての認識をどういうふうに捉えてい

るか、まずお聞きしたいと思います。

細かな数字攻めれば、あなた答えられない

から、私軽く言っているのですよ。そうなる

ともういじめみたいな嫌らしくなるから言わ

ないけれども、まず原料材の、あれはこの本

町の暖を取るのですよ。それと、ペレットス

トーブの町内の主流等々のペレットストーブ

設置している人に燃料の確保なるかならない

か、ヤードの在庫をイメージとしてどういう

ふうに持っているか。それと、どのような考

えでこれから先持っているか、ちょっとお聞

きします。

○議長（髙橋秀樹君） 加藤経済課長。

○経済課長（加藤勝廣君） 芽登の工場の原

木の在庫量と言われておりますけれども、去

年実は見学というか、視察に行っておりまし

て、そのときには在庫としては十分ではない

というところで確認はしているところなので

すけれども、その後にいろいろ関係機関と協

議をすべきところだったのですけれども、ま

だそこまでいっていないというところで、今

年度におきましては、きちんとした形で協議

をしていきたいというふうに考えておりま

す。

○議長（髙橋秀樹君） ２番。

○２番（井脇昌美君） 昨年度、何か在庫と

して十分でないというイメージを、それはも

う全然見方がもう狂っているのです。私は何

度も言っていますけれども、あの在庫という

のは、あなたの頭だけはそのことを記憶して

おけばいいだけですけれども、１,５００立

方から、これ専門の数字ですから、１,５０

０から１,６００立方必要なわけですから。

それが今１００ないのですよ。ということ

は、何％だと思いますか。１０％も８％もな

いのですよ、在庫として。そして、私が常に

何度も言ったように、あそこのヤードの原木

というのはペレットの製品にするまでの、言

わば野積みにして野ざらしにして、そして雨

風にわざと当てるのですから。これはペレッ

ト研究会の言わばいろいろなデータの試験の

下で、熱量が３倍から４倍違うのですから、

やにの含有とかそういうもの、脱臭とか、も

う臭いから全てを外すわけですから。そうい

う意味があるということです。だから、それ

が約１０か月かかるのですよ。今から、あの

１割もないものをこれから検討するなんてい

う、そんなレベルでないでしょう。私が今質

問したから、そういうふうに上手に言ってい

るだけで、全く危機感持っていないです。僕

らはあそこを通るたびに、あなたは住んでい

るほうが方向違うからあそこ通ることないで

しょうけれども、私ら何かと用事あるときあ

そこを通るたびに、もう冷や冷やどころか、

これ大丈夫なのかなと。それで去年から中間

に経済課行って、こういう状況ですよという

ことを私はお話ししているはずです。でも日

本語が通じないのか、理解ができないのか、

全然腰も上げないし、何となく時間だけが経

過していっていると。私は非常に無責任だと

思いますよ。補助まで出して導入させて、燃

料なかったらペレットの原料、滝上から買い

ますか、しようがないから、外部から。それ

しかしようがないのですよ。

だから、私はその事業として事業体に発注

して、きちんと町有林の中で原料材確保を公

の事業体である森林組合さんあたりにきちん

と協力してもらったらいいのではないかと。

生産すべきではないですかということを、去

年もおととしも私言っているのですから。そ

れが理解できないのですね。恐らく町民の人

もあそこ、芽登付近を車で通っても、失礼だ

けれども、議員さんでも分かる人はいないと

思います。あれは特殊な部門ですから。た

だ、こういうのが原料になるのだなというこ

とは、議員さんは知識持っていると思うけれ

ども、こんなに足りなくて大丈夫かなという

のはごく少数、１人か２人だと思います。通

るたびにもうすごい、あの在庫が私らだった

ら、もう目に刺さってくるわけですよ。恐ら

く計画組んでないはずです。あなたうまく

言っただけであって、組んでないはずです。

早急にね、早急に課で協議をして対応すべき
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だと思いますよ、早急に。その辺どうです

か。あまりしつこく、分からないものをこれ

以上やったらいじめになってしまうからあれ

だけれども、すぐ手配する意思があるかない

か、考えだけちょっとお聞きして、私の質問

終わりたいと思いますけれども。

○議長（髙橋秀樹君） 加藤経済課長、答

弁。

○経済課長（加藤勝廣君） 大変、在庫量と

かということは僕の認識がまるっきりなかっ

たということで申し訳ないのですけれども、

その辺は事業体、森林組合と協議しまして、

早急に対応したいと考えております。

以上であります。

○議長（髙橋秀樹君） 他に質疑はございま

せんか。

１２番。

○１２番（二川 靖君） １２ページの車両

管理費の中の１４節の工事請負費で、車両セ

ンターの職員休憩所の新築工事ということ

で、８２ページに説明書が載っているという

ことで、この間この休憩舎については、エア

コンもなくて狭くてということでいろいろ議

論になっていたところでありまして、今回は

取壊しをしながら新築工事をするということ

で、ちょっと敷地だとか金額は載っているの

ですけれども、例えば休憩所となれば、ス

ペースの確保というのが重要になってくるの

ではないのかなというふうに思っていまし

て、これどの程度の大きさになるのか、

ちょっとお聞かせ願いたいなと思います。

○議長（髙橋秀樹君） 丸山副町長、答弁。

○副町長（丸山晃徳君） プレハブの長さが

２.３掛ける７.２のプレハブを２棟くっつけ

まして、結局４.６掛ける７.２で、合計３３

平米でございます。

以上でございます。

○議長（髙橋秀樹君） １２番。

○１２番（二川 靖君） ３３平米というこ

とで。それで、大体休憩所に入る職員の方と

いうのは何人くらいいらっしゃるのでしょう

か。

○議長（髙橋秀樹君） 丸山副町長、答弁。

○副町長（丸山晃徳君） 答弁させていただ

きます。

利用は道路維持の職員、会計年度職員が５

名、あと土木の職員が７名で合計１２名が基

本的にそこで休憩することで予定しておりま

す。

以上でございます。

○議長（髙橋秀樹君） １２番。

○１２番（二川 靖君） 今１２名というこ

とになっておりますけれども、例えばスクー

ルバスだとか、そのほかの業務に従事される

者については、ここでは休憩をしないという

前提なのか。それとまた、朝のＴＢＭ等々も

行っているというふうに思っているのですけ

れども、そういったものについては、この休

憩所で行っているのでしょうか。ちょっとお

聞かせ願いたいと思います。

○議長（髙橋秀樹君） 丸山副町長。

○副町長（丸山晃徳君） 例えばスクールバ

スですとか管理輸送車の方が、例えば給食セ

ンターのほうで給食運んだりというところ

で、いろいろシフト組みながらいろいろのお

仕事を効率よく働いていただいていると。休

憩は休憩としてまず昼休憩が基本でございま

して、そこで今までは車の中で食べたり、ま

たもともとの休憩所が１６平米しかなかった

もので、そこで交代的に休憩されている方も

いますし、時間帯によっては、全員が１時に

集中して休憩するということでもないところ

で、何名がというよりも今までの倍ぐらいの

ところで、全員が集中して休憩するから何平

米必要というよりも、敷地の問題もありまし

て、このぐらいの大きさがいいのかなという

ところでございます。

朝礼等は全て車両センターの事務所のほう

で、あと外でもやるのですよね。外でもやっ

たりということで、朝の点呼等はやっている

というところでございます。

以上でございます。

○議長（髙橋秀樹君） １２番。

○１２番（二川 靖君） 今のお話を聞いた
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ら、打合せは外でやったり事務所でやってい

るということなのですけれども、それで

ちょっとせっかくこの新築工事やりますの

で、今法律改正になって１２月からさらにア

ルコールチェッカーのやつが厳しくなるとい

うことで、今法改正、本当は４月からという

ことになっていたのですけれども、１２月か

ら全職員と、今もやっているのは知っている

のです。知っているのですけれども、そう

いった器具等々をこういったところに備え付

けるのか、事務所に備え付けていくのかとい

うところも検討されているのかなというふう

に思うのですけれども、そこら辺はどういっ

た、事務所でやるようになるのでしょうか

ね。ちょっとお聞かせください。

○議長（髙橋秀樹君） 丸山副町長、答弁。

○副町長（丸山晃徳君） アルコールチェッ

クに関しましては、もう既に御承知のとお

り、きちんと正式な改正になる以前からきち

んとやっています。今は事務所のほうでやっ

ていますし、プレハブができたからそこで

チェックをするかというのは今まだ検討は具

体的なところはやっていないのですけれど

も、やはり朝点呼してそれからやるというと

ころでいえば、やはり基本は事務所かなとい

うところなのですけれども、それは実際動い

てみて、これは休憩所で１個あったほうが便

利だなとか、その担当部署はこっちでやると

かということも考えられるかと思いますけれ

ども、いずれにしましても漏れのないような

体制で無駄のない仕組みづくりを考えていき

たいと思います。

以上でございます。

○議長（髙橋秀樹君） １２番。

○１２番（二川 靖君） せっかくできるの

ですから、職員の方々がゆっくり休憩ができ

るということがやっぱり望ましいのかなとい

うふうに思っていますし、そういったこと

で、快適に休憩をしながら仕事に当たっても

らいたいというのが基本ですので、そういっ

たＴＢＭ等々も通じながらやるとなれば、

やっぱり運転手さん含めてなかなか時間帯が

ばらばらなので大変かというふうに思います

けれども、十分なスペースが確保できるとい

うことをお聞きしましたので、それはそれで

今後以降も、今検討課題もあるということを

お聞きしましたので、そういったこで検討し

つつ、いい休憩所ができることを願っており

ます。

以上です。

○議長（髙橋秀樹君） ほかに質疑はござい

ませんか。

９番。

○９番（川上修一君） １３ページの中ほど

かな。企画振興費の１８節補助金の住環境・

店舗等整備補助金、４,０００万円の補正予

算であります。昨年の予算では４,７５０万

円かなと記憶しているのですけれども、今回

当初予算で２５０万円計上されていて、そし

て補正で４,０００万円、昨年の予算と比べ

て５００万円の減ということになるのですけ

れども、これは昨年の実績を踏まえた結果、

この５００万円の減なのかなと想像するので

すけれども、その辺はどうなのでしょうか。

○議長（髙橋秀樹君） 松野総務課長、答

弁。

○総務課長（松野 孝君） 今、議員御指摘

のとおり、当初予算で空き家解体の補助金を

既に２５０万円見てございまして、今回４,

０００万円の補正をしたところでございま

す。今、議員おっしゃったとおり、令和４年

の決算額なのですが、空き家解体については

約４５０万円の補助金を支出しております。

あと、通常のその他の新築や改修とか、その

補助金につきましては約３,４５０万円程度

の決算額となってございます。ですから、今

回の補正額につきましても、前年の数値を参

考に補正をしているところでございます。

以上でございます。

○議長（髙橋秀樹君） ９番。

○９番（川上修一君） 分かりました。

ただ、昨年の状況を見ますと、コロナの影

響でなかなか住環境の事業をやりたいなと

思っても、経済的に少ないようなというか難
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しいというのが、ちょっと私は想像するので

すね。

それと、もう１点、施工単価というのです

か、改修の単価すごく上がっているじゃない

ですか。そういったことを考えたときに、今

の要項はあるのでしょうけれども、上限何ぼ

という、そういったことをちょっと見直すと

かそういう考えは今の時点ではありますか。

○議長（髙橋秀樹君） 松野総務課長、答

弁。

○総務課長（松野 孝君） 確かに資材、あ

るいは工事単価等も上昇しておりますので、

現時点では今の要項等を改正して補助金額を

増する等の考えはございませんが、今後町民

からの申請とか、意見等をお聞きして、今後

検討したいと思っております。

以上でございます。

○議長（髙橋秀樹君） ９番。

○９番（川上修一君） 分かりました。

なかなか昨日進藤議員の一般質問でもあっ

たのですけれども、財政的なこともあります

ので、そうやみくもに補助金を上げれという

ことにはならないのかなとは自分も思うので

すけれども、やはりこれいい事業ですので、

町民の方の意見も聞きながら、可能であれば

やはり本当に改修コストというか建築コスト

上がってますので、なかなかやりたくてもや

れないということがあって使われなくては

もったいないので、ちょっと検討をお願いし

たいなと思います。

質問を終わります。

○議長（髙橋秀樹君） 他に質疑はございま

せんか。

１０番。

○１０番（進藤晴子君） １３ページの先ほ

ど二川議員が質問されておりました車両セン

ターのことについて伺います。

今車両センターの先ほど言われた人数の中

に、もちろん女性いらっしゃらないと思うの

ですけれども、車両センターの職員、そうい

うところに出入りする方で今まで女性が入っ

たことはありますか。

○議長（髙橋秀樹君） 丸山副町長、答弁。

○副町長（丸山晃徳君） 答弁させていただ

きます。

事務職員として会計年度任用職員が常に常

勤で事務として、また電話でしたり、いろい

ろな形で常駐しています。

以上でございます。

○議長（髙橋秀樹君） １０番。

○１０番（進藤晴子君） ということは、事

務のほうで女性もいらっしゃるということで

すね。分かりました。

ということは、女性がいるということなの

で、トイレであるとか、休憩室で着替えるの

かどうか分かりませんけれども、そういう配

慮のほうはされていますでしょうか。

○議長（髙橋秀樹君） 丸山副町長、答弁。

○副町長（丸山晃徳君） 答弁させていただ

きます。

トイレは女性専用のトイレがございますけ

れども、休憩室というのは特に、ふだんの机

からまた別室で休むようなところは特に設け

てなくて、今まである男性職員がいるところ

の休憩所しかないから、当然なのですが、女

性の方はそこは利用されるような状況にはな

いというところで、女性のための環境という

ところでいえばトイレだけというところでご

ざいます。

以上でございます。

○議長（髙橋秀樹君） １０番。

○１０番（進藤晴子君） せっかくプレハブ

ですけれども、新しくつくられるということ

で、どのような休憩体制になっているのか、

足寄町の中は昼間食事のときにはおうちに帰

られたりいろいろあるわけなので、不必要な

ものをつくる必要はないですけれども、その

時々の職員に合わせて少しずつ内容も変えて

いかれたほうがいいのかなと、ちょっと女性

目線も踏まえて検討していただけたらなと思

います。ありがとうございます。

○議長（髙橋秀樹君） 他に質疑はございま

せんか。

３番。
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○３番（榊原深雪君） １５ページの新エネ

ルギー推進事業のペレットストーブのことで

お伺いいたします。

今年も４台分ということで補正されており

ますけれども、この４台を設置するに当た

り、これまでの業者さんというのでしょう

か、設置する方はどこでやられるのでしょう

か。

○議長（髙橋秀樹君） 加藤経済課長、答

弁。

○経済課長（加藤勝廣君） 業者につきまし

ては、町内の業者がそれを設置してございま

す。

以上です。

○議長（髙橋秀樹君） ３番。

○３番（榊原深雪君） それでは、以前まで

やられていた方が引き継いでやるということ

でよろしいのですか。手際よく、私も昨年設

置したのですけれども、手際よくあっという

間につけていただいて、すごく快適にペレッ

トストーブを使用している者の一人なのです

けれども、何か突然おはがき来まして、そこ

の会社がやめられるということで、あら、今

後設置する方はどこでされて、どういうふう

になっていくのだろうという不安もありまし

た。先ほど井脇議員もお話でしたけれども、

ペレットの購入もどういうふうになっていく

のだろうという不安もありますけれども、本

当に灯油に比較にならないぐらい、すごい古

い家でも暖かくて快適に過ごせたものですか

ら、今後ともこのペレットストーブに関しま

しては、設置も滞りなく本当に、２台目なの

ですけれども、今までペレットストーブは。

だけれども、以前につけたものとは比較にな

らないぐらい物がよくなっておりますので、

それも手際よくあっという間につけていただ

いたという経過がありますので、今度導入を

計画されている方はもっと不安なくつけられ

るようにしていただきたいなと思うところな

のですがいかがでしょうか。

○議長（髙橋秀樹君） 加藤経済課長、答

弁。

○経済課長（加藤勝廣君） 今現在町内業者

でやっておられるのですけれども、今後にお

いては町内業者ができないということでなっ

ておりましたけれども、今地域おこし協力隊

の方がそのメンテナンスだとか設置とかとい

う形でやっていきたいということで、去年か

ら研修等に行っておりますので、今後はその

方が引き継いでいけるのかなというふうに考

えております。

○議長（髙橋秀樹君） ３番。

○３番（榊原深雪君） 今、課長おっしゃっ

たように、やっぱり技術を引き継いでいただ

いて、今後とも安心できるように設置してい

ただけるようにお願いいたします。

終わります。

○議長（髙橋秀樹君） 他に質疑はございま

せんか。

１０番。

○１０番（進藤晴子君） １３ページの企画

振興費の（仮称）やっぱり十勝ＤＡＹ足寄実

行委員会補助金が１９万８,０００円あるの

ですけれども、これはどういったようなもの

なのでしょうか。お願いします。

○議長（髙橋秀樹君） 松野総務課長、答

弁。

○総務課長（松野 孝君） やっぱり十勝Ｄ

ＡＹ、この補助金については当初予算のほう

で、この補助金は１００万円ほど計上して議

決を頂いているものでございまして、こちら

につきましては、せんだってオープンいたし

ました日本ハムのボールパークの関係で、８

月４日に北広島市のエスコンフィールドのほ

うで開催いたします十勝管内１９市町村で行

います十勝の宣伝イベント、その名称が

「やっぱり十勝ＤＡＹ」というものでござい

まして、これに足寄町も参加をするというこ

とで、今回１００万円の補助金について当初

予算で計上させていただいておりましたが、

さらに今回補正いたしましたのは、当日に足

寄町の特産品を配布したり、そういうものの

ための費用を新たに追加する費用でございま

す。
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以上でございます。

○議長（髙橋秀樹君） １０番。

○１０番（進藤晴子君） 分かりました。あ

りがとうございます。

○議長（髙橋秀樹君） 他に質疑はございま

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（髙橋秀樹君） １４ページから１８

ページ、第３款民生費、質疑はございません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（髙橋秀樹君） 同じく１８ページ、

第４款衛生費、質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（髙橋秀樹君） １８ページから２２

ページ、第６款農林水産業費。

９番。

○９番（川上修一君） 第３目の農業振興費

の中の１８節負担金、予算説明資料の８７

ページの耕畜連携地力増進の関係で質問しま

す。

堆肥のほうが５００ヘクタール掛ける１,

３００円、１０アール当たりですね。この

１,３００円の算出根拠をまず具体的に数字

で説明を願いたいと思います。

○議長（髙橋秀樹君） 加藤経済課長、答

弁。

○経済課長（加藤勝廣君） こちらの根拠で

ございますけれども、堆肥の部分で原料費が

１０アール当たり６０９円、運搬費が４,０

５３円かかることとなっておりまして、合計

しますと４,６６２円となります。足寄町農

協のほうでこれまでも１０アール当たり２,

０００円を補助してきておりまして、その引

いた額２,６６２円の２分の１で１,３３１円

となりますけれども、１００円未満を切り捨

てた額の１,３００円が町が補助するという

ことでございます。

○議長（髙橋秀樹君） ９番。

○９番（川上修一君） 速すぎてよく分から

なかったのですけれども、もう一回、ごめん

なさいね。原料費６０９円というのは、例え

ば１０アール当たり何トン入れたという仮定

になりますか。それも含めて、ごめんなさ

い、もう一回、ゆっくり説明してください。

○議長（髙橋秀樹君） 加藤経済課長、答

弁。

○経済課長（加藤勝廣君） １０アール当た

り３トンを入れる計算でいきますと、堆肥の

原料費が６０９円、それの運搬費が４,０５

３円、合計の４,６６２円ということになり

まして、これまで農協のほうで１０アール当

たり２,０００円の補助をしてきております

ので、引いた額の２,６６２円、これの２分

の１を農家と役場ということで負担すること

にしておりますけれども、１００円未満、半

分の１,３３１円の１００円未満、３１円部

分を切り捨てた額の１,３００円を町が補助

するということにしてございます。

○議長（髙橋秀樹君） ９番。

○９番（川上修一君） よく分かりました。

それで、今度は面積の５００ヘクタールな

のですけれども、ちょっと数字が間違ってい

たら訂正をお願いしたいのですけれども、自

分の中では耕地面積、飼料作物も入れてです

けれども、二千五、六百はあったような気が

するのですけれども、輪作とか考えたらやっ

ぱり私が思うには４年か５年に一遍堆肥を入

れるべきだと。今回の試算では３トンという

ことなのですけれども、私の感覚では５年に

一遍３トンぐらいやっても少ないのではない

のと、これは私の感覚です。そんなこともあ

るのですけれども、まずその面積、ちょっと

お聞かせを願いたいと思います。

○議長（髙橋秀樹君） 加藤経済課長、答

弁。

○経済課長（加藤勝廣君） 足寄町の耕作面

積ですけれども、草地を除いた部分の耕種部

門でいけば約２,４５０前後というふうに考

えておりまして、今回５００ヘクタールとい

うことでございますから、約５年で一巡でき

るという形の試算をしてございます。

○議長（髙橋秀樹君） ９番。

○９番（川上修一君） 分かりました。
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５年に一遍なら許容範囲かなと。できれば

私としては、使う人がいての何ぼの話なので

すけれども、１０アール３トンというのは

ちょっと少ないような気がしますので、それ

は今後考えていっていただければいいかなと

思います。

それで、この堆肥の関係は自分も一般質問

させていただいて、今回提案されていただい

たので、ありがたく思っているのですけれど

も、皆さん御存じのとおり、肥料がすごく上

がっていまして、それで農家もやっぱりこの

機会に堆肥を入れようという機運が非常に高

くなってきております。それで、またこれ単

年度でなくて、できれば継続で、いつまでも

ということにはならないと思いますけれど

も、農家に畑に力がつけばこれ必ず税収に

なって返ってきますから、そういう意味でも

ちょっと農協とも再度、再度というか継続し

て情報交換しながら、ぜひ農家がいっぱい堆

肥使うような方向で進めていっていただきた

いと思います。

質問終わります。

○議長（髙橋秀樹君） 他に質疑はございま

せんか。

１０番。

○１０番（進藤晴子君） ３目農業振興費の

１８節ですね、コロナ対策農業経営継続支援

補助金、こちらなのですけれども、予算説明

書のほうは８９ページになります。

農業経営の安定と営農意欲の維持を図ると

いうことを目的として補助されるということ

で、個別支援金が１戸当たり、農業者１経営

体当たり５万円、これは全戸に配られる、補

助されるということですけれども、まずはこ

の金額がその目的を果たすものなのかどう

か。あと全員に補助するということがどのよ

うにお考えになって、このようになったのか

教えてください。

○議長（髙橋秀樹君） 加藤経済課長、答

弁。

○経済課長（加藤勝廣君） ５万円の支援な

のですけれども、農家の経営状況でいきます

と、肥料の高騰があって、燃料の高騰があっ

て、生産資材の高騰があるということで、一

律に農業者に一応５万円、それが多いのか少

ないのかと言われたらちょっと困るところな

のですけれども、一律で５万円を支給すると

いうことにしてございます。

○議長（髙橋秀樹君） １０番。

○１０番（進藤晴子君） 目的にはちょっと

合ってないのかなと思いますし、私の聞いた

ところによりますと、酪農家であれ農業の畑

作であれ、一律に皆さんが困って、もちろん

そうなのですけれども、どこでもそうなので

すけれども、一律に困っているわけではな

く、二極化という言い方はちょっと農業に関

してはちょっとよく分かりませんけれども、

そこそこ経営されているところもあります

し、そうでないところもあるというときに、

できれば支援してもらいたいところにもう少

し比重を置いて補助していただけたらなとい

う、私のそれは個人の意見でございますが、

どうでしょうか。

○議長（髙橋秀樹君） 加藤経済課長、答

弁。

○経済課長（加藤勝廣君） これまでもいろ

いろ農協のほうとも相談させていただいてお

りますけれども、今回については酪農の経営

が非常に厳しいというところで、そこに重点

的に支援するという形で今回補正をさせてい

ただいておりますけれども、それに伴いまし

てほかの農家さんもやっぱり一応生産資材の

高騰だったりというところで大変だというこ

とで一律に一応支援をするというふうにして

おります。

○議長（髙橋秀樹君） １０番。

○１０番（進藤晴子君） 分かりました。取

りあえず大変だからという、その人たちに対

するお見舞金という言い方はおかしいですけ

れども、それもやっぱり必要だということで

すよね、分かりました。

あとそれと、すみません、乳用牛１頭当た

り５,４００円というのは、すみません、

ちょっと私全然よく分からないので、これは
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どういうところから算出しておりますでしょ

うか。

○議長（髙橋秀樹君） 加藤経済課長、答

弁。

○経済課長（加藤勝廣君） この１頭当たり

５,４００円なのですけれども、国の支援が

やっぱり経産牛１頭当たり７,２００円とい

う支援がございます。農協ともいろいろ打合

せはしたのですけれども、国と同じ額の支援

ができないかというところで、では農協さん

どれぐらい出せるか、役場はどれぐらい負担

ができるのかというところで協議いたしまし

て、農協のほうで一応１,８００円１頭当た

りと、そして役場としては５,４００円とい

うことで決定しております。合計が国と同じ

額７,２００円というふうにしております。

○議長（髙橋秀樹君） １０番。

○１０番（進藤晴子君） 分かりました。納

得しました。ありがとうございます。

○議長（髙橋秀樹君） １２番。

○１２番（二川 靖君） 今の関連なのです

けれども、例えば個別支援金の農業者に５万

円と、酪農支援金が５万円というふうになっ

ているのですけれども、これは個別支援金と

酪農支援金というのは別なものなのか、それ

とも個別支援金を頂きながら酪農支援金も頂

けるということなのか、ちょっとお聞かせ願

いたいと思います。

○議長（髙橋秀樹君） 加藤経済課長、答

弁。

○経済課長（加藤勝廣君） 個別支援金は１

経営体当たり全戸に配付するので、酪農家の

方にも当たります。全戸に当たると。酪農支

援で１戸当たり５万円というのは、酪農家に

ついては飼料の高騰もあるというところでさ

らに５万円を支給しているというところでご

ざいます。

○議長（髙橋秀樹君） １２番。

○１２番（二川 靖君） それで、前の議論

もあったように、農協さんを通じて支払いを

するということになるのかなというふうに

思っていますけれども、ちょっと再度確認し

たいのは、農協に加盟していない方々にも農

協を通じて配付をするということ、前回と同

じ配付をするということでよろしいでしょう

か。

○議長（髙橋秀樹君） 加藤経済課長、答

弁。

○経済課長（加藤勝廣君） 農協非組合員の

方にも配付するということで話をしておりま

す。

○議長（髙橋秀樹君） １２番。

○１２番（二川 靖君） ありがとうござい

ました。

○議長（髙橋秀樹君） ここで休憩のため、

１１時１０分まで休憩いたします。

午前１１時００分 休憩

午前１１時１０分 再開

○議長（髙橋秀樹君） 休憩を閉じ、会議を

再開いたします。

第６款農林水産業費、他に質疑はございま

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（髙橋秀樹君） ２２ページ、第７款

商工費、質疑はございませんか。

９番。

○９番（川上修一君） 商工費の第１目商工

振興費、１８節の負担金です。昨年もあった

のですけれども、いろいろな事業で２,５９

０万円ですか。

それで、この補正予算はいいなと思うので

すけれども、ほかに昨日進藤さんの一般質問

で金融担当者会議ですか、そういうのがあっ

て、いろいろな状況を関係機関から聞いて対

策を打っているとのことだったのですけれど

も、私聞いている部分では、やはりコロナが

５類になったとはいえ町内でちょっと少しコ

ロナの方が出たということで、またせっかく

客足が戻りつつあった飲食業界がちょっとお

客さん、客足が途絶えたんだよねということ

で困っているんだという話をちょっと耳にし

たのですよ。そういった飲食店に対する支援

というのは今回載ってきてないのですけれど

も、まずは金融担当者会議ではそういった話
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があったのかないのかということをお聞きし

ます。

○議長（髙橋秀樹君） 加藤経済課長、答

弁。

○経済課長（加藤勝廣君） 金融担当者会議

の中では、コロナが終わってある程度上向い

てはいるけれども、そんなに急な伸びはない

というところでございまして、飲食店ですと

かそういったところの支援といたしまして

は、商工会補助金のほうで飲食店のクーポン

事業ですとかというところも考えておりまし

て、飲食店に対する支援ということも行って

いきたいと考えております。

○議長（髙橋秀樹君） ９番。

○９番（川上修一君） 分かりました。

ただ、この商工会の取組を見ていると、い

ろいろアイデアを出しながら今まで取り組ん

でこられたなと見ております。それでも状況

が状況ですので、今後も金融担当者会議でそ

ういった声も聴きながら取り組めるところが

あれば取り組んでいっていただきたいと思い

ます。

質問を終わります。

○議長（髙橋秀樹君） 他に質疑はございま

せんか。

１２番。

○１２番（二川 靖君） 商工費の負担金、

補助金ですね、節の１８節の観光物産プロ

モーション事業補助金ということで、予算説

明資料の９３ページということで、昨日木村

議員のほうで一般質問が出まして、いろいろ

大まかにいえば４点にわたって事業をやって

いくということで、昨日一般質問の中で説明

がありました。それで、この２８５万円です

か、という金額の中で本当に、ＦＭ放送で６

か月間流すだとかいろいろあったのですけれ

ども、広告宣伝、これ本当に効果的にどうな

のかなというのはあるのですけれども、いず

れにしてもこの金額で足寄町を宣伝するとい

う部分で考えれば、この金額で本当にちょっ

といいのか悪いのか、もうちょっと考えられ

るのかな。ちょっとお金ですから、税金です

から、それを使えとはいうふうにはならない

のかなというふうに思ってますけれども、再

度聞きたいのは、このプロモーション事業、

どこに力を入れていきたいのかというのが

ちょっと昨日見えなかったので、そこら辺

ちょっとお聞かせ願いたいなと思います。

○議長（髙橋秀樹君） 加藤経済課長、答

弁。

○経済課長（加藤勝廣君） このプロモー

ション事業ですけれども、予算の配分として

はラジオの企画が一番大きいわけで、要する

に足寄の魅力ですとか、足寄のＰＲ、どう

やって足寄に来てもらうかというところで計

画を立てておりますので、ラジオを聞いた方

が足寄に興味を示していただいて、例えばア

ドベンチャートラベルツアーで、例えば新し

い旅行会社と共同で商品づくりを行ったりす

るので、そういった商品で足寄に来て体験し

てもらうとか、そういうところでやっていき

たいなというところではございます。

以上です。

○議長（髙橋秀樹君） １２番。

○１２番（二川 靖君） 趣旨は理解できる

のですけれども、多分これ観光協会かどこか

にお任せをするということで、例えばトラベ

ルツアーということが言われてますけれど

も、もうそこら辺は観光協会とそういうツ

アー会社というのはある程度、予算つく前で

すから話はどうなのかなというように思って

いますけれども、その下地づくりというのは

どのようになっているのか、ちょっとお聞か

せ願いたいと思います。

○議長（髙橋秀樹君） 加藤経済課長、答

弁。

○経済課長（加藤勝廣君） 予算がつく前な

ので具体的な話にはなかなか、その商品開発

の具体的な話はなっていませんけれども、観

光協会といわゆる旅行会社の中では、こう

いった予算がつけばこういった話をしていき

たいというような形で話はされていると思っ

ております。（発言する者あり）

すみません。アドベンチャートラベルとい
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うことなのですけれども、アドベンチャート

ラベルというのは一般的にアクティビティー

だとか自然、異文化の体験というところの三

つの要素のうち二つ以上組み合わせた旅行形

態というふうに定義されておりまして、アウ

トドアに限るものではありませんけれども、

通過型ではなくて長期滞在型を想定したもの

でございます。足寄町に滞在していただい

て、いろいろな体験をしていただくというと

ころで、地域の経済効果として期待できるも

のというふうに考えております。

それで、アドベンチャートラベル・ワール

ドサミットというのが今年９月に北海道で開

催されるということになっておりますので、

それに向けた観光プロモーションというとこ

ろでやっていきたいと思っております。

○議長（髙橋秀樹君） １２番。

○１２番（二川 靖君） そうですね。ＡＴ

ＷＳ２０２３というやつですね、今言われて

いるのはね。そういったことで、いろいろな

ことがあろうかと思いますけれども、せっか

くコロナが５類になって人が出だしたという

ことで、こういった足寄町をＰＲしながら観

光、そして長期滞在型に向けて町としても観

光協会とお話をしながら、足寄のＰＲに努め

ていただきたいというふうに思っておりま

す。

ありがとうございます。

○議長（髙橋秀樹君） 他に質疑はございま

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（髙橋秀樹君） ２４ページから２６

ページ、第８款土木費、質疑はございません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（髙橋秀樹君） ２６ページ、第９款

消防費、質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（髙橋秀樹君） ２８ページ、第１０

款教育費、質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（髙橋秀樹君） 歳出総括ございませ

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（髙橋秀樹君） ８ページにお戻りく

ださい。

歳入に入ります。

８ページから１０ページ、歳入一括で行い

ます。

質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（髙橋秀樹君） 歳入総括ございませ

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（髙橋秀樹君） ４ページにお戻りく

ださい。

第２表地方債補正、変更２件、質疑はござ

いませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（髙橋秀樹君） 全体に対する総括ご

ざいませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（髙橋秀樹君） これで質疑を終わり

ます。

これから、討論を行います。

討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（髙橋秀樹君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第５１号令和５年度足寄町

一般会計補正予算（第２号）の件を採決しま

す。

この採決は、起立によって行います。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（髙橋秀樹君） 全員の起立です。

したがって、議案第５１号令和５年度足寄

町一般会計補正予算（第２号）の件は、原案

のとおり可決されました。

これから、議案第５２号令和５年度足寄町

国民健康保険事業特別会計補正予算（第１

号）の件の質疑を行います。
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３６ページ、歳入歳出一括で行います。

質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（髙橋秀樹君） 総括ございません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（髙橋秀樹君） これで質疑を終わり

ます。

これから、討論を行います。

討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（髙橋秀樹君） なしと認めます。

これで討論を終わります。

これから、議案第５２号令和５年度足寄町

国民健康保険事業特別会計補正予算（第１

号）の件を採決します。

この採決は、起立によって行います。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（髙橋秀樹君） 全員の起立です。

したがって、議案第５２号令和５年度足寄

町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１

号）の件は、原案のとおり可決されました。

これから、議案第５３号令和５年度足寄町

公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）

の件の質疑を行います。

４４ページ、歳入歳出一括で行います。

質疑はございませんか。

２番。

○２番（井脇昌美君） 昨日も１０番議員さ

んがこのことにちょっと関連して触れられて

くれておりました。私も非常に、今日はオブ

ザーバーでこの関係室長がわざわざ議場まで

来てくれて、何もないという不満顔している

ものですから、それが目でもう分かるもので

すから、一つだけ同感、同じ考えだからくど

いようですけれども、最近帯広とか芽室町と

か音更町の都市、十勝管内の主流都市がこの

水道料の物価高に対しての受益者負担の基本

料金だけ無償化しているということで、前回

もたしか１２月から３月いっぱいだったか

な、当町も基本料金を無償化してくれて、町

民やっぱりささやかな金額は少なくても喜ん

でいる人が多かったです。ですから、またこ

のこともこういう物価高に対して、内部で当

町だけでも協議してあげてくれたらというふ

うに思っているものですから、その辺も併せ

てお願いをしておきたいなと。いいですか、

議長。

お願いをしておきたい、当町だけでもまず

そういうような考えを内部で協議していただ

きたい。これから今すぐ来月からやるとかと

いうのではなくても、物価高に対応した水

道、下水道の使用料の基本料金ですよ、のま

た補助をしてあげれば町民も喜ぶのではなか

ろうかと思うものですから、ちょっと提案と

お願いで答弁いいですから、それだけしても

らえばということで。

あまりにも室長がせっかく出てきたのに、

何もないというような不満顔しているもので

すから、それでちょっと、しておきます。

○議長（髙橋秀樹君） 暫時休憩します。

午前１１時２６分 休憩

午前１１時２７分 再開

○議長（髙橋秀樹君） 休憩を閉じ、会議を

再開いたします。

他に質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（髙橋秀樹君） 総括ございません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（髙橋秀樹君） これで質疑を終わり

ます。

これから、討論を行います。

討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（髙橋秀樹君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第５３号令和５年度足寄町

公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）

の件を採決します。

この採決は、起立によって行います。
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本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（髙橋秀樹君） 全員の起立です。

したがって、議案第５３号令和５年度足寄

町公共下水道事業特別会計補正予算（第１

号）の件は、原案のとおり可決されました。

これから、議案第５４号令和５年度足寄町

介護保険特別会計補正予算（第１号）の件の

質疑を行います。

５２ページから５４ページ、歳入歳出一括

で行います。

質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（髙橋秀樹君） 総括ございません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（髙橋秀樹君） これで質疑を終わり

ます。

これから、討論を行います。

討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（髙橋秀樹君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第５４号令和５年度足寄町

介護保険特別会計補正予算（第１号）の件の

採決を行います。

この採決は、起立によって行います。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（髙橋秀樹君） 全員の起立です。

したがって、議案第５４号令和５年度足寄

町介護保険特別会計補正予算（第１号）の件

は、原案のとおり可決されました。

これから、議案第５５号令和５年度足寄町

介護サービス事業特別会計補正予算（第１

号）の件の質疑を行います。

６４ページ、歳入歳出一括で行います。

質疑はございませんか。

１０番。

○１０番（進藤晴子君） 特養の金額が５,

５００万円ですね、あるのですけれども、す

みませんが繰入金の金額が１０万円ちょっと

足りないように私は感じるのですけれども、

それはどちらのほうに行ってますでしょう

か。

○議長（髙橋秀樹君） 保多福祉課長、答

弁。

○福祉課長（保多紀江君） このたびの支出

の調査設計業務５,５００万円、歳入につき

ましては一般会計繰入金と介護サービス事業

債というふうになってございます。

この事業につきましては、２分の１を過疎

債、２分の１を介護サービス事業債で賄うと

いうことで、起債の対象になる部分について

は起債で賄うということで財源を調達する予

定でございます。あと補助金もございます。

このたび介護サービス事業債が２,７６０

万円と一般会計繰入金が２,７４０万円とい

うことで、一般会計の繰入金が少し少ないの

ですけれども、こちらにつきましては当初か

ら土地の購入もございまして、そちらに起債

を充当しておりました。土地の購入費と今回

の実施設計の費用を合わせて、それぞれ２分

の１ずつ過疎債、介護サービス事業債を借り

るということで、１０万円そこでまた多く借

りられるというようなこともございまして、

ちょっと差が出ております。

○議長（髙橋秀樹君） １０番。

○１０番（進藤晴子君） すみません、

ちょっとあまりよく理解できないのですけれ

ども、もう一回ちょっと説明していただいて

いいですか、１０万円だけ。

○議長（髙橋秀樹君） 保多福祉課長、答

弁。

○福祉課長（保多紀江君） 一般会計のほう

で過疎対策事業債を２,７５０万円借りるこ

とになっておりまして、当初ここの部分が１

０万円少なく、土地の購入のときに１０万

円、土地の費用のときに過疎対策事業債を１

０万円、ごめんなさい、何というのでしょう

かね、土地の部分と今回の委託料を合わせる
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と過疎対策事業債を１０万円余分に借りられ

ることになりました。それで、一般会計から

の繰入金を、そしてさらに介護サービス事業

債を計算したときに、介護サービス事業債を

まず委託料の５,５００万円に介護サービス

事業債を先に借りられることになった２,７

６０万円を充当した結果、残りを一般会計か

ら繰り入れるということで、一般会計の繰入

金が少ないということになります。

すみません、ちょっと補足させてくださ

い。

事業費に対して２分の１過疎債、２分の１

介護サービス事業債を借りるのですけれど

も、事業費全体から介護サービス事業債と過

疎債を２分の１ずつ計算したときに、介護

サービス事業債が今回算出されます。今回借

りられることになった介護サービス事業債を

事業費から除いた分を一般会計から繰り入れ

るというような計算になっているので、一般

会計の操出金が少ないということになってお

ります。

○議長（髙橋秀樹君） １０番。

○１０番（進藤晴子君） 周りの方は何かよ

く分かっているようなので、私一人が分から

ないので、後ですみません、もう少し詳しく

お聞きいたします。ありがとうございます。

間違ってないということですね。ありがとう

ございます。

○議長（髙橋秀樹君） 他に質疑はございま

せんか。

９番。

○９番（川上修一君） 関連で単純な質問な

のですけれども、介護サービス事業債という

のは、過疎債だったら７０％戻ってくると

か、介護サービス事業債はどんなあれになっ

ているのですかね。後から戻ってくるのが何

ぼとか。

○議長（髙橋秀樹君） 保多福祉課長、答

弁。

○福祉課長（保多紀江君） 過疎対策事業債

は交付税の措置があるのですけれども、介護

サービス事業債については交付税の措置はご

ざいません。

○議長（髙橋秀樹君） ９番。

○９番（川上修一君） そうしたら全く戻っ

てこないということですね。

これ全部過疎債で借りられたらいいけれど

も、そうもいかないのですよね。何かルール

があって、そのルールはもう２分の１までし

か借りられないということなのですね。分か

りました。

○議長（髙橋秀樹君） 他に質疑はございま

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（髙橋秀樹君） 総括ございません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（髙橋秀樹君） ５９ページにお戻り

ください。

第２表地方債補正、変更１件、質疑はござ

いませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（髙橋秀樹君） 全体に対する総括ご

ざいませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（髙橋秀樹君） これで質疑を終わり

ます。

これから、討論を行います。

討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（髙橋秀樹君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第５５号令和５年度足寄町

介護サービス事業特別会計補正予算（第１

号）の件を採決します。

この採決は、起立によって行います。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（髙橋秀樹君） 全員の起立です。

したがって、議案第５５号令和５年度足寄

町介護サービス事業特別会計補正予算（第１

号）の件は、原案のとおり可決されました。
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これから、議案第５６号令和５年度足寄町

後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

の件の質疑を行います。

７２ページ、歳入歳出一括で行います。

質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（髙橋秀樹君） 総括ございません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（髙橋秀樹君） これで質疑を終わり

ます。

これから、討論を行います。

討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（髙橋秀樹君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第５６号令和５年度足寄町

後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

の件を採決します。

この採決は、起立によって行います。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（髙橋秀樹君） 全員の起立です。

したがって、議案第５６号令和５年度足寄

町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１

号）の件は、原案のとおり可決されました。

これから、議案第５７号令和５年度足寄町

上水道事業会計補正予算（第１号）の件の質

疑を行います。

７８ページ、資本的収入及び支出一括で行

います。

質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（髙橋秀樹君） 総括はございません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（髙橋秀樹君） これで質疑を終わり

ます。

これから、討論を行います。

討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（髙橋秀樹君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第５７号令和５年度足寄町

上水道事業会計補正予算（第１号）の件を採

決します。

この採決は、起立によって行います。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（髙橋秀樹君） 全員の起立です。

したがって、議案第５７号令和５年度足寄

町上水道事業会計補正予算（第１号）の件

は、原案のとおり可決されました。

ここで、暫時休憩をいたします。

昼食のため、午後１時まで休憩といたしま

す。

休憩中に、議会運営委員会の開催を願いま

す。

午前１１時４１分 休憩

午後 １時００分 再開

○議長（髙橋秀樹君） 休憩を閉じ、会議を

再開します。

◎ 議運結果報告

○議長（髙橋秀樹君） 議会運営委員会委員

長から、会議の結果の報告を願います。

議会運営委員会委員長 進藤晴子君。

○議会運営委員会委員長（進藤晴子君） た

だいま開催されました、第２回定例会に伴う

議会運営委員会の協議の結果を報告いたしま

す。

これより、本日の日程に追加し、議案第５

８号から議案第５９号までについて、提案説

明を受けた後、即決で審議いたします。

次に、６月６日の本会議において、総務産

業常任委員会へ付託いたしました意見書案第

２号について、審査報告を受け審議を行いま

す。

次に、議員派遣の件と、総務産業常任委員

会、文教厚生常任委員会、広報広聴常任委員
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会、議会運営委員会からの閉会中継続調査申

出書について、審議いたします。

以上で、本定例会における議案等の審議

は、本日をもって全て終了する予定でありま

す。

以上で、報告を終わらせていただきます。

○議長（髙橋秀樹君） これにて、委員長の

報告を終わります。

お諮りします。

足寄町議会総合条例第４５条の規定によ

り、追加議案を別紙追加議事日程のとおり日

程に追加し、審議することにしたいと思いま

す。

これに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（髙橋秀樹君） 異議なしと認めま

す。

したがって、追加議事日程のとおり日程に

追加し、審議することに決定いたしました。

◎ 議案第５８号

○議長（髙橋秀樹君） 追加日程第１ 議案

第５８号里見が丘公園整備（幹線園路３）工

事請負契約についての件を議題とします。

本件について、提案理由の説明を求めま

す。

総務課長、松野孝君。

○総務課長（松野 孝君） 追加提出議案書

１ページをお願いいたします。

ただいま議題となりました、議案第５８号

里見が丘公園整備（幹線園路３）工事請負契

約について、提案理由の御説明を申し上げま

す。

令和５年６月１２日、足寄町財務規則に基

づき指名競争入札に付した里見が丘公園整備

（幹線園路３）工事について、下記のとおり

請負契約を締結するため、議会の議決に付す

べき契約及び財産の取得又は処分に関する条

例第２条の規定により、議会の議決をお願い

をするものでございます。

契約の目的は、里見が丘公園整備（幹線園

路３）工事。

契約の方法は、指名競争入札による契約。

契約の金額は、５,０３８万円でございま

す。

契約の相手方は、足寄町西町７丁目３番地

の８、道東建設工業株式会社、代表取締役

辻 泰治氏でございます。

工期につきましては、令和５年１１月３０

日でございます。

２ページに位置図、３ページに平面図を、

４ページに断面図を添付しておりますので、

御参照くださいますようお願いをいたしま

す。

以上、提案理由の説明とさせていただきま

すので、御審議のほどよろしくお願い申し上

げます。

○議長（髙橋秀樹君） これをもって、提案

理由の説明を終わります。

これから、質疑を行います。

質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（髙橋秀樹君） これで質疑を終わり

ます。

これから、討論を行います。

討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（髙橋秀樹君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第５８号里見が丘公園整備

（幹線園路３）工事請負契約についての件を

採決します。

この採決は、起立によって行います。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（髙橋秀樹君） 全員の起立です。

したがって、議案第５８号里見が丘公園整

備（幹線園路３）工事請負契約についての件

は、原案のとおり可決されました。

◎ 議案第５９号

○議長（髙橋秀樹君） 追加日程第２ 議案
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第５９号令和５年度足寄町一般会計補正予算

（第３号）の件を議題とします。

本件について、提案理由の説明を求めま

す。

足寄町長 渡辺俊一君。

○町長（渡辺俊一君） ただいま議題となり

ました、議案第５９号令和５年度足寄町一般

会計補正予算（第３号）につきまして、提案

理由を御説明申し上げます。

補正予算書１ページをお願いいたします。

議案第５９号令和５年度足寄町一般会計補

正予算（第３号）について、御説明申し上げ

ます。

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４

４８万４,０００円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ９７億８,５８５

万３,０００円とするものでございます。

歳出から御説明申し上げます。

６ページをお願いいたします。

第６款農林水産業費、第１項農業費、第４

目畜産草地費におきまして、堆肥舎劣化調査

業務委託料といたしまして４４８万４,００

０円を計上いたしました。

次に、歳入について申し上げます。

第１９款繰入金、第１項基金繰入金におき

まして、財政調整基金繰入金といたまして、

歳出と同額の４４８万４,０００円を計上い

たしました。

以上で、議案第５９号令和５年度足寄町一

般会計補正予算（第３号）の提案理由の説明

とさせていただきますので、御審議のほどよ

ろしくお願い申し上げます。

○議長（髙橋秀樹君） これをもって、提案

理由の説明を終わります。

これから、議案第５９号令和５年度足寄町

一般会計補正予算（第３号）の件の質疑を行

います。

６ページをお開きください。

歳入歳出一括で行います。

質疑はありませんか。

１２番。

○１２番（二川 靖君） この調査に関して

は、調査検討を行うということで、町がこの

調査をやるということで、本来であればここ

にも予算説明資料にも書いているとおり、国

の法律の改正があった中で、木舎ということ

で、道の補助金を利用してこの建物を建てて

いるということもありますし、これは耐用年

数１７年というふうに聞いておりますけれど

も、本当に１７年目で雪の重さか何かちょっ

と分かりませんけれども、１棟が倒壊したと

いうことでお話は伺っているのですけれど

も、例えばこの堆肥舎の劣化調査業務が町の

お金でやるというのは、今の厳しい農業現状

ではしようがないのかなというふうに思って

ますけれども、ではその補修や改修方法がう

まくできたとすれば、やっぱり農家の人は

やっぱり直したいということが前提で考える

と思うのです。それで、何を言いたいかとい

えば、これほとんどが国の事業、道の補助金

で行われているということで、町としては私

は手出しをするということにはならないのか

なと、補修だとか何とかというのには。それ

で、多分農家の方々はやっぱりそこまでやっ

てくれるのなら、どうにか町で補助金出して

くれるのかなというような、やっぱり捉え方

をしてしまうのではないのかということも考

えられます。それでやっぱりこういう調査を

するのであれば、やっぱり国や道に対して補

助金を求めていってほしいなというふうに

思っていますし、いかんせん、これ１５棟あ

るうち、１棟が潰れてあと１４棟がやっぱり

経年劣化で、木材ですから、なかなか水が浸

透したりしていろいろ厳しい状況があるのか

なというふうに思いますので、そういった意

味では、国や道にそういった補助を求める中

で事業をやっていっていただきたいというよ

うな気持ちがありますので、そこら辺ちょっ

とどう考えているのかお伺いしたいなという

ふうに思っています。

○議長（髙橋秀樹君） 加藤経済課長、答

弁。

○経済課長（加藤勝廣君） 今回この調査業

務につきましては、北海道の単独補助といい
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ますか、地域づくり総合交付金というものが

ございまして、そちらのほうも該当させてい

ただくような形で今手続を進めている状況で

ございます。

○議長（髙橋秀樹君） １２番。

○１２番（二川 靖君） 分かりました。

そして今は早々にその事業をやらなければ

いけないということで基金の繰入れで当座

やっておいて、申請をしているということ

で、それは満額になるのかちょっと分かりま

せんけれども、そういった調査業務について

は幾ばくかお金がついてくるということも、

今のお話からすると取れますので、その後の

こともきちんと町としてはやっぱり道やら国

に対して、そういった法律をつくった以上、

やっぱり国、道で責任を持って改修工事でき

るように要求というのですか、お願いをして

いっていただきたいというふうに思っており

ます。私はそう思っていますので、そこら辺

よろしくお願いします。

○議長（髙橋秀樹君） 渡辺町長、答弁。

○町長（渡辺俊一君） 今回の調査でありま

すけれども、やはり全部で１５棟、木造を

使った形で堆肥舎を造っているということで

ございまして、そのうちの１棟が２月でした

か、全部ではないですけれども半分倒壊をし

たということもあり、またほかのところでは

かなり傷んでいる状況が見えてきているとい

うことで、いつ壊れてもおかしくないような

状況になってきているということもあって、

やはりそういう目に見えて危険だよと思われ

る、そういうところと併せて、ほかのところ

がどうなっているのかということも含めて調

査をしておかないと、この後本当に急に壊れ

たりだとか、そんなこともあっても困るとい

うことで、まずは実態を調査をしましょう

と。その中でやはり直さなければならない部

分ですとか、そういったところの緊急度合い

というか優先度合いといいますか、そういっ

たものをまずは調査しましょうということ

で、今回は調査することにいたしました。

これは道総合振興局とも協議をしまして、

やはりここの部分についていけば、やはり件

数もありますし、それからもともと造ったと

きには集団で利用するだとかということも

あって、施設としては非常に大きな施設と

なっていますので、地域の農業の問題にも関

わる問題ということで、今回地域づくり総合

交付金ですか、この交付金を利用させていた

だきたいということでお願いをして、取りあ

えず調査は急ぎますので、町として予算を見

て調査しましょうということにしました。

あと、この後今手続なども含めてやってい

ますけれども、道の交付金をお願いしたい

と。これは２分の１の交付金ということにな

りますので、町としては半額負担をしなけれ

ばならないということでありますけれども、

そういう形で調査をまずしたいというふうに

考えています。

今後の部分でありますけれども、基本的に

は一定程度１７年ぐらい一定経過をして、そ

の後、今回のものは公社営でやった部分だと

か道営でやった部分などの事業でやっている

部分の調査なのですけれども、その後一定の

期間経た後は個人での施設ということになり

ますので、この後の実際に直すということに

なりますと、個人の施設でありますから、国

だとか道だとかの中で補助金をというのはな

かなか厳しい状況というようにはなっている

のです。その中でも、例えば長寿命化事業と

いう事業がありまして、そういう中では必要

な部品といいますか、材料だとかそういった

ものは提供していただけるというような補助

事業ありますけれども、全体として直してい

くという、そういった補助事業というのは今

段階ではないということでありますので、今

活用できるとすればそういう事業が活用でき

るだろうと。ただ、では今すぐそれができる

かとなると、今年度中にできるかどうか、今

これから調査をして、こんな状況ですよ、危

険性がありますよというところを調査するわ

けですから、なかなか今年度中に直すだとか

という、そういったところに着手ができるか

どうかというような状況なのかなというよう
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に考えています。

それとあわせて、先ほども言いましたよう

に、個人の施設という形になりますので、基

本的には個人がやらなければならない事業と

いうことで、先ほど言った補修をするための

部材だとかそういったものの提供だとかとい

う事業はあるのですけれども、そのほかのな

かなか個人の施設に対する支援というのはな

かなかないような状況ということであります

ので、今後どう進めていくのかといった部分

を、またさらに調査結果を基にいろいろと、

どこまでできるのか、支援ができるのかだと

か、それから国だとか道に対する支援だとか

そういったものがないのかどうなのかだと

か、今段階で調べてもらっている中ではなか

なか厳しい状況でありますけれども、そう

いったことも含めて今後この調査の結果を基

に進めていかなければならない課題なのかな

というふうに感じているところであります。

以上でございます。

○議長（髙橋秀樹君） １２番。

○１２番（二川 靖君） 町長の言っている

ことは理解できます。

事故の起きる前にやっぱり調査をするとい

うのは基本かなというふうに思っています

し、そういったことで、この調査業務につい

ては早急にやっていただけるということなの

ですけれども、その長寿命化事業の中で材料

等の提供もあるということなのですけれど

も、多分この堆肥舎については集成材で造っ

ているということなのかなというふうに思っ

ていますけれども、これ昔大々的に足寄でこ

の集成材をつくって、これ北見工大も関わっ

てこの集成材を使って、強度実験やったこと

があります。それで、これがいいというふう

になって、国のほうもオーケーということに

なって、今まで来ている経緯があるのかなと

いうふうに思っていますけれども、多分これ

集成材やら、今度いわゆるＣＬＴ等々も活用

するというふうになれば、かなりのお金がか

かってくるのかなというふうに私も思ってい

ますので、個人は個人でやれということはあ

るのかもしれませんけれども、調査をやった

というふうになればちょっと淡い期待をして

しまう方もいるのかなというふうに思います

ので、そこら辺やっぱりきちんと線引きをし

ながら、そういった調査業務も含めてその対

象者の農業者の方にお話をする中で進めて

いっていただければありがたいのかなという

ふうに思ってますので、そういったことでお

願いしたいというふうに思っております。

以上です。

○議長（髙橋秀樹君） 渡辺町長、答弁。

○町長（渡辺俊一君） 先ほども言いました

ように、最終的には個人の施設ということに

なって、個人の施設を直す、そういった部分

の国ですとか道ですとか、そういったところ

の補助事業というのはなかなか現状ではなく

て、先ほど言ったような堆肥舎の長寿命化事

業というのですかね、そういう中で資材です

とかそういったものを支給というのか、支援

してもらえるという、そういう制度はあっ

て、今段階で活用できるのはそういった事業

ぐらいしかないのかなというように思ってい

るところであります。

先ほど二川議員からもお話あったように、

こうやって調査をやってというようなことで

やれば、やはり農家の該当者の方たちは、そ

ういった意味で、これで国だとか道だとかそ

ういったところで支援があるのかなと、調査

もしてくれるのだからこの後も直してくれる

のかなというような、そういう期待というの

は実際に持たれているというように思ってい

ます。私も先日たまたまお会いした方とお話

ししたときに、調査もやってくれるというこ

とになったようだから、直してもらえるよね

という話をされたのですけれども、いやいや

そういうことではなくて、取りあえず今危険

な部分があるので調査しなければならないと

いうように思っているけれども、この後の部

分、直すといったところでは、まだまだ厳し

いですよというお話をさせていただきまし

た。たまたま会った方、その方一人だけなの

ですけれども、お話しさせていただいたのは
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ですね。やはり一回調査をやれば、そうやっ

て皆さん思われるのかなというように、そこ

で話したときに感じたところでありまして、

やはり決してそうではないというところであ

りますので、この後いろいろと農協さんです

とか、それからそれぞれの農家の方々、そう

いった方々にもきちんと説明をしながら調査

も含めてやっていかなければならないのかな

と感じているところでありますので、今後と

も御協力のほどよろしくお願いをしたいとい

うように思います。よろしくお願いいたしま

す。

○議長（髙橋秀樹君） 他に質疑はございま

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（髙橋秀樹君） 全体に対する総括ご

ざいませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（髙橋秀樹君） これで質疑を終わり

ます。

これから、討論を行います。

討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（髙橋秀樹君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第５９号令和５年度足寄町

一般会計補正予算（第３号）の件を採決しま

す。

この採決は、起立によって行います。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（髙橋秀樹君） 全員の起立です。

したがって、議案第５９号令和５年度足寄

町一般会計補正予算（第３号）の件は、原案

のとおり可決されました。

◎ 意見書案第２号

○議長（髙橋秀樹君） 追加日程第３ 意見

書案第２号地方財政の充実・強化に関する意

見書の件を議題とします。

本件における総務産業常任委員会委員長の

報告は別紙配付のとおりです。

本件に対する委員長の報告は原案可決で

す。

これで委員長の報告を終わります。

これから、意見書案第２号地方財政の充

実・強化に関する意見書の件を採決します。

本件に対する委員長の報告は可決です。

本件は、委員長の報告のとおり決定するこ

とに賛成の方は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（髙橋秀樹君） 全員の起立です。

したがって、意見書案第２号地方財政の充

実・強化に関する意見書の件は、委員長の報

告のとおり可決されました。

◎ 議員派遣の件

○議長（髙橋秀樹君） 追加日程第４ 議員

派遣の件を議題といたします。

本件について、お手元に配付のとおり議員

を派遣したいと思いますが、これに御異議ご

ざいませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（髙橋秀樹君） 異議ないものと認め

ます。

したがって、議員派遣の件は原案のとおり

決定いたしました。

◎ 閉会中の継続調査申出書の件

○議長（髙橋秀樹君） 追加日程第５ 閉会

中の継続調査申出書の件を議題といたしま

す。

総務産業常任委員会、文教厚生常任委員

会、広報広聴常任委員会及び議会運営委員会

の委員長から、条例第１３６条の規定によっ

て、お手元に配付いたしましたとおり閉会中

の継続調査の申出があります。

お諮りします。

委員長の申出のとおり、閉会中の継続調査

とすることに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（髙橋秀樹君） 異議なしと認めま
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す。

したがって、委員長の申出のとおり、閉会

中の継続調査とすることに決定いたしまし

た。

◎ 閉会の議決

○議長（髙橋秀樹君） お諮りをいたしま

す。

本定例会の会議に付された事件は、全て終

了いたしました。

したがって、総合条例第２８条の規定に

よって本日で閉会したいと思います。

御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（髙橋秀樹君） 異議なしと認めま

す。

したがって、本定例会は、本日で閉会する

ことに決定いたしました。

◎ 閉会宣告

○議長（髙橋秀樹君） これで本日の会議を

閉じます。

令和５年第２回足寄町議会定例会を閉会い

たします。

午後 １時２８分 閉会
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